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国際シンポジウム  

働き方改革関連法の2019年4月の施行で、日本人の働き方はどう変わるのだろうか。 
安倍首相が強調したように「非正規雇用を過去のものに」できるのか。 
日本と同じように正規・非正規構造が生まれたドイツとの比較を通じ、 

小売や介護分野を含めた正規雇用・非正規雇用の過去・現状・未来を考える。 


